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いわき農林事務所農業普及指導活

動外部評価懇談会を開催しました

　いわき農林事務所では、効果的な農業普及指

導活動を展開するため平成１７年度から農業関

係者以外の方々を委員とする外部評価懇談会を

設置するとともに、これまで毎年２回の懇談会

を開催し、農業普及活動等に対する評価・提言

をいただき、普及指導活動に反映させてきまし

た。

　本年度第１回目の懇談会は、平成２０年度か

ら２２年度までの新たな普及指導計画に伴い、

新たな委員構成で平成２０年１２月４日（木）

に開催しました。

　当日は、三和町の集落営農の取組や大型機械

施設等の現地調査を行い、地域農業の現況と併

せ普及指導活動全般について御理解をいただく

とともに、懇談会会長に東日本国際大学経済情

報学部の大川教授を選出しました。

　また、第２回目を平成２１年２月１３日（金）

に開催し、本年度の評価課題である「水田を活

用した多様な土地利用型農業の推進」について、

活動実績を報告し意見交換と活動等に対する提

言・評価等をいただきました。

　いわき産いちごのＰＲ活動として、「いわき

いちごフェア」及び「いちご祭り」を企画開

催しました。

　いわきいちごフェアは、平成２１年１月

１５日（木）にＪＡ新鮮やさい館において開

かれ、採れたての福島県オリジナル品種「ふ

くはる香」をメインに、定番「とちおとめ」

とセット販売しました。特に「ふくはる香」

については初めて知る方も多く、おいしさと

形の良さが好評で、いわきいちごフェアを通

していわきいちごを地元消費者に十分味わっ

てもらうことができました。

　また、いちご祭りでは、１月２０日（火）

に夏井地区の保育園の園児に採れたてのいち

ごをプレゼントし、おいしそうに食べる園児

の姿が新聞やニュースで報道されました。

　いちご部会では、環境にやさしい農業や、

安全安心な農産物のためのＧＡＰに取組んで

おり、今回の「いわきいちごフェア」、「いち

ご祭り」を通して消費者の皆様へおいしさと、

安全・安心をＰＲすることができました。

「いわきいちごフェア」＆「いちご

祭り」で消費者にいわきのいちご

をＰＲ！



第２回目農業普及推進懇談会を開

催しました

　平成２１年２月１６日（月）にいわき合同庁

舎において、いわき市をはじめとする関係機関・

団体や農業者等を構成員とする第２回目の農業

普及推進懇談会を開催しました。

　懇談会では、本年度の普及指導活動の取組経

過、実績、課題等とともに、平成２１年度の普

及指導計画 ( 案 )について概要を説明し、効果

的な普及活動展開に向けた意見、提言等をいた

だくとともに、今後の地域農業振興について意

見交換を行いました。

　平成２１年１月１７日（土）、いわき市田人

町のいわき市立貝泊小中学校体育館において、

いわき地方振興局といわき農林事務所の主催に

よる、「ふるさと誘致と連携した地域産品づく

り事業」の豆腐、味噌の加工体験を行いました。

　まず、地元貝泊コイコイ倶楽部の蛭田会長か

ら挨拶を頂いた後、農林事務所から作業上の注

意について、説明を行いました。

　その後、参加者は１０組に分かれて作業に入

りましたが、味噌の講師は瀬谷光子氏、豆腐は

伊東敏勝氏、佐藤真貴氏、森田トキ氏の各氏が

務められ、それぞれの指導を仰ぎました。

　予め準備された豆乳や煮豆を使っての加工体

験でしたが、参加者はできたての豆腐を試食し

たり、昔懐かしい煮豆を潰す機械を興味深く眺

めたりと、安全・安心な手作りの良さを堪能し

た様子でした。

　今年度は今回が最終回ですが、来年度は今年

度の事業内容に加え、新たに商品化に向けた取

り組みを予定しております。

「ふるさと誘致と連携した地域産品

づくり事業」の豆腐、味噌の加工

体験を行いました
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田んぼの学校「修了式・引継式」

　平成２１年１月２８日（水）、一年をとおし

た水田での農作業等を体験することによって、

農業と土地改良施設への理解を深めてもらうこ

とを目的に、夏井小学校と連携して実施してい

る「田んぼの学校」の今年度最後の活動として、

「修了式・引継式」が行われました。

　体育館において、今年度の対象学年である５

年生と来年度対象学年となる４年生が、「田ん

ぼの学校」の阿部教頭の指導のもと、来年度に

使用する「ぼかし肥」づくりを行いました。

　その後、会場を音楽室に移し、５年生による

一年間の活動の振り返りと、「田んぼの学校」

の大和田校長から５年生への田んぼの学校修了

証書の授与、最後に５年生から４年生への田ん

ぼの学校旗の引継ぎが行われました。田んぼの

学校旗のデザインは児童の手作りで、毎年、田

んぼの学校実施クラスの写真と児童の名前を貼

り付けていくことになるとのことです。

　今回、４年生は５年生との共同作業や活動の

まとめを聞くことで来年度への見通しをつける

ことができ、同じく５年生は、一年間の総括と

４年生への引継ぎをもって、活動の締めくくり

とすることができたようです。




